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研究成果の概要（和文）：本研究は、会話において、話し手の発話や身体動作が、その発話の受け手、及び、そ
れ以外の参与者（傍参与者）によって再生される現象を取り扱った。特に、これまで十分に検討されていない、
(1) 身体動作の再生、及び、(2) 傍参与者による発話の再生に注目し、それらによって相互行為で何が達成され
るのかについて検討した。自然会話のビデオデータを用いた相互行為分析により、受け手や傍参与者が、先行話
者による発話や身体動作を単に繰り返すのではなく、それらを再利用することで、先行行為の特定の箇所に対す
る反応を埋め込みつつ、それをきっかけとした新たな行為や活動を構築する微細な過程を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This study dealt with the cases in which a speaker's utterance and bodily 
conduct are repeated by the subsequent speaker in interaction. Specifically, it focuses on: (1) the 
recipient's repetition of the prior speaker's bodily conduct, and (2) the side-participant's 
repetition of the prior speaker's utterance and bodily conduct,  which have yet to receive much 
research interests. Through the multimodal analyses of the video data of naturally-occurring 
conversations, this study reveals that a speaker's utterance and bodily conduct are not simply 
repeated, but instead, reused by the recipient or side-participant to embody their response to the 
prior action as well as form a new action triggered by the prior one at the same time. 

研究分野： 会話分析、相互行為分析、マルチモーダル分析

キーワード： 会話分析　相互行為分析　マルチモダリティ　発話と身体動作の他者反復　多人数会話

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
学術的意義として、まだ研究の積み重ねがほとんどない、先行話者の身体動作と類似した身体動作を次話者が産
出する「身体動作の再生（繰り返し）」について、一部明らかにしたことが挙げられる。また、発話の受け手以
外の立場の参与者の振る舞いについてもこれまでの研究の蓄積がないのに対し、本研究は受け手以外の参与者
が、再生という形式により話し手としての地位を達成する仕方に焦点を当てたことにも意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 

 
会話において先行話者による音声発話の全体や一部を、次の話し手が再生する（繰り返す）

現象については、様々な言語の会話を対象として研究がなされてきた(Clancy et al., 1996; 
Tannen,1989; Brown, 1998; Schegloff, 1997 他)。自然会話における行為の連鎖組織に焦点を当てる
会話分析の分野においては、Schegloff (1997) が、他者発話の一部や全体をそのまま繰り返すこ
とにより、他者の修復の要求、情報受け取りの提示など、連鎖上の位置によって多様な行為が
形成されると論じている。また、受け手が先行発話の（一部）繰り返しに助詞を付与したり、
異なる音調を付与する場合は、先行発話に対する受け手の様々な態度やスタンスが示されるこ
とが報告されている。Stivers (2005) は、繰り返し形式に着目し、助動詞や be 動詞に音調的強
勢を置く形式が、直前の発話に対する知識の優位性を主張できると論じている。研究代表者ら
は、先行発話で出た名詞に助詞「ね」を付与して繰り返すという特定の形式によって、繰り返
された名詞に関して前の話し手が述べたことを自分が既に知っていた、という認識の主張がな
されることを観察している(横森・安井・初鹿野., 2014) 。 
 会話分析の分野では、他者の発話の繰り返しのみならず、先行話者によって産出されたジェス
チャーがその直後に繰り返されたり、後の連鎖において再生される現象についても研究がなさ
れている。まず、de Fornel (1992)は、先行話者によるジェスチャーを、発話の受け手が繰り返す
ことにより、その発話の受け取りと理解とが示されると述べている（return gesture）。また、発話
の受け手が先行話者のジェスチャーと類似したジェスチャーを後の連鎖で産出することで、先
行発話との話題的な繋がりや先行する連鎖との繋がりを示す“tying device” (Sacks, 1992)となるこ
とを示した研究もある(Hayashi, 2003; 細馬, 2012; Koschmann & LeBaron, 2002; Murphy, 2005; Yasui, 
2013)。更に、研究代表者はジェスチャーの再生形式に着目し(Yasui, 2013) 、ジェスチャーが部
分的に再生されたり、別の視点に置き換えられた形で再生されるたりすることによって、前の発
話に対して異なる反応を示すことができることを示している。これらの研究は、先行するジェス
チャーと同様のジェスチャーが、別の話し手によって偶然産出されるのではなく、先行する発話
への反応や理解を示す手段として産出されることが示されている。 
上記の研究は全て、行為の受け手が、その行為への応答（つまり第二の位置）において先行発

話や先行話者によるジェスチャーを再生する現象を扱ったものである。しかしながら、3 名以上
の参与者を含む多人数会話では、常に聞き手全員に向けて発話がなされるわけではなく、発話の
直接の「受け手(addressee)」となる聞き手、会話の場にいるものの発話を向けられない「傍参与
者（side participant）」など、話題や活動によって、「参与役割 (participation status)」(Goffman, 1981)
が異なる多様な聞き手が存在する。また、「会話の順番交替規則」の枠組みでは、現在の話し手
が次の話し手として指定した参与者が次に発話順番を取得するのが通常であるが（Sacks, et al., 
1974）、実際の多人数会話では、次の話し手として選択された受け手以外が次に発話順番を取得
し、話し始めることもある。これらを考慮すると、先行する行為の受け手でない傍参与者が、先
行話者の次に、先行話者と同じ発話を産出することも可能であるが、傍参与者が先行発話や先行
話者のジェスチャーを再生するケースについてはまだ研究はなされていない。また、先行話者に
よる身体動作と類似した身体動作を後の話者が再生するケースについては、上記の通りジェス
チャー以外の身体動作に注目した研究はなされていない。 
 
２．研究の目的 
 
本研究課題は、日常の多人数会話において、他者によって産出された発話やジェスチャーを、

別の参与者が直後に再生したり、別の連鎖において再生したりする現象を検討するものである。
上述の通り、先行発話の一部または全体を、別の話し手が後に再生する現象については、既に研
究の蓄積がある。それに対し、本研究では、これまで注目されることが少なかった次の 2種類の
再生現象に焦点を当てる。まず一つ目は、先行話者による身体動作の再生である。会話分析では、
複数の資源が互いに補完し合い、マルチモーダルゲシュタルト（Mondada, 2014）として統合的
に一つの行為を構築することを明らかにしてきた。同様に、本研究では、先行話者によるジェス
チャーをはじめとする身体動作が、どのように後続の話し手によって再生され、それが何を達成
されるかについて、身体動作の形の類似性のみならず、共起する発話やその構造の類似性にも注
目して検討する。それにより、相互行為において、いかにして特定の身体動作が再生されたこと
が認識可能となるのかについて明らかにすると共に、従来定義されてきた「繰り返し」には含ま
れない現象（つまり、類似した身体動作が産出されつつも、それが必ずしも先行話者の身体動作
の繰り返しとしては産出されない場合）についても明らかにすることを目指す（再生は、厳密な
繰り返し以上の現象を含める）。 
二つ目は、受け手以外の参与者による繰り返しである。これまでの会話分析研究では、先行す



る行為の「受け手」が、その行為への応答の中で、先行発話を繰り返す現象のみが取り上げられ
てきた。それに対し、本研究では、先行行為の受け手でない「傍参与者」やその他の周辺の参与
者が、先行話者に続いて、その発話やその身体動作を再生する現象を検討する。近年、日常の会
話の状況を明らかにしようという動機より、様々な立場の参与者を含む多人数会話や、身体の動
きを伴いながら会話がなされる相互行為場面への注目が広がっている。同様に、多人数会話にお
いて、受け手のみならず、次の話し手として指定されていない傍参与者が、いかにして相互行為
の進行に貢献するかを探ることにより、多人数会話における参与の形態の多様性を明らかにす
ることを第二の目的とする。 
 
３．研究の方法 
 
本研究は、自然発生的会話の録画をデータとして用いる会話分析研究であり、データ収録、デ

ータ編集及び音声発話と身体動作の書き起こし、分析、という 4 つの手順を踏んで行われた。 
 

(1) データ収録：日常の様々な多人数会話における多様な参与者による、発話や身体動作の再生
について検討するため、データ収録は以下の通り行った。 
 

・ 会話が中心となる相互行為場面：家族や友人が 3−７名ほどが一つのテーブルを囲んで会話
する実生活場面を収録した。内訳は次の通りである：大人 8 人の会話、子どもを含む食事
中の 7人会話、クライアントと専門家による打ち合わせ時の 4人会話。 

・ 身体を使った活動における相互行為場面：ジェスチャーの繰り返しが起こりやすいと考え
られる、身体の使用が中心となる活動（ダンスや折り紙などの教授場面、道具の使い方の説
明場面、映像の描写を要する会話場面など）を収録した。 
 

上記のように多様な場面における会話の収録により、これにより、相互行為での人々の参与形
態や役割が様々に異なる中、参与者それぞれの振る舞いが、その時々の相互行為にどう関わって
いるかを見ることが可能となった。 
 

(2) データ編集と書き起こし：データ収録後は、データ内で先行発話や類似した身体動作が別の
話し手によって産出される場面を選択し、書き起こし専用ソフトウェア（ELAN）を用いて、音
声発話と身体動作の書き起こしを行った。会話分析の書き起こし手法(Jefferson, 2004)を用い、
発話、笑い、息遣い、発話の重なりの開始と終了点、沈黙の長さなどのほか、ジェスチャーや視
線の動きや姿勢の変化とその開始と終了点も書き起こした（Lorenza Mondada(2007)による表
記法を使用）。特に、先行する言語やジェスチャーの再生箇所については、その形（全体を繰り
返し場合、部分的な再生である場合、再生の前後に別の語彙アイテムや動きが追加されている場
合など）と、その開始と終了点を記録した。 
 
(3) データ分析：ビデオデータと書き起こし資料の両方を用い、収集した事例を、状況（会話が
起こっている活動）、先行発話の再生が起こった連鎖上の位置、再生の形式、などをもとに分類
し、書き起こしとビデオデータをもとに分析を行った。その際、先行研究を参照し、以下に着目
した。 

1．先行発話 ・繰り返しの対象となる先行発話で、何が言われたか、ジェスチャーは産出
されたか、視線は誰（どこ）に向けられているか 
・どのような行為を達成しているか 

２．再生の動作
主 

・発話の受け手 
・傍参与者 

３．再生の位置 ・連鎖の開始となる第１の位置として産出された行為における発話や身体
動作を再生する場合 
・先行する行為への応答（第２の位置）として産出された行為における発話
や身体動作を再生する場合 

４．再生の形 ・全体がそのまま再生される 
・一部変更された形で再生される 
・異なる視点に置き換えられた形で再生される 

５．再生が遂行
する行為 

・再生によって何が達成されるか 
・先行発話と同じ行為の繰り返しか 

 
 
４．研究成果 
 
研究期間全体で以下のような成果が得られた。 



 
(1) 傍参与者による発話の繰り返し： 
先行研究では、直前の発話の直接の宛先である「受け手」が、直前の発話の全体、もしくは一

部を繰り返す発話が扱われることが多かった。それに対し、本研究では、直前の発話を直接宛て
られていない（つまり、次の話し手として選択されていない）「傍参与者」が、直前の話し手の
発話の全体もしくは一部の繰り返しを含む発話を産出後、会話への参与を達成するケースを分
析対象とした。データからは、直前の話し手の発話（の一部）を繰り返すことで、傍参与者は、
直前の発話への反応を示す一方で、その繰り返しを含んだ発話を組み立てることで、繰り返しの
対象となった直前の話し手の発話（の一部）をきっかけとして新たな連鎖を開始することが観察
された。つまり、傍参与者による直前の発話の繰り返しは、直前の発話の直接の応答ではない。
そうではなく、直前の発話との関連を示しつつ、新たな連鎖を開始し、話し手としての地位を獲
得する手段となっていることが明らかになった。 
特に、直前の話し手の発話の一部を、その発話の傍参与者が繰り返すことによって「からかい」

が組織される過程の分析では、繰り返された部分が、傍参与者のからかいの対象・きっかけであ
ることが示されるだけでなく、そのような繰り返しをしながら、傍参与者が直前の話し手以外の
参与者に視線と発話を向け、直前の話し手に指さしを向けることにより、視覚的にも直前の話し
手をからかいの対象、視線を向けた参与者をからかい発話の宛先として示し、からかいを身体的
にも組織していたことが明らかになった。そのような身体動作が、次話者として選ばれていない
傍参与者が、発話順番を獲得して新たな連鎖を開始することを可能とし、新たな連鎖のための参
与枠組みの提示も行っていると考えられる。 
 
(2) 受け手による身体動作の再生： 
これまでの研究では、先行話者による発話もしくはジェスチャーを、次の話者が直後に繰り返

す現象に焦点が当てられてきたのに対し、本研究では、先行話者が産出したジェスチャーと類似
した動作を、その直後ではない位置で、後続話者が別の連鎖の中で産出するケースを分析対象と
した。具体的には、話し手が、語りの中で経験を再演（reenactment）する際に用いたジェスチ
ャーと類似した身体動作を、別の話し手が、その後の第二の語り（second story）における再演
で用いるという、語りの連鎖における身体動作の再生を分析した。第二の語りは、その前の語り
と内容や構造の面で類似しており、語りの受け手は、第二の語りを語ることで、最初の語りを理
解したことを例証することができる（Sacks, 1992）。 
データからは、前の話し手が語りの再演の中で産出した身体動作を、その受け手は、第二の語

りを構築するための資源として「再利用」していることが観察された。第二の語りの話し手は、
先行話者による身体動作と全く同じ動きをそのまま再生するのではなく、先行話者が発話の中
でハイライトした動きと類似した動きを、自分の語りの視点に当てはめた形で産出する。分析か
らは、最初の語りの受け手が、その語りで示された語り手の視点に同調する場合とそうでない場
合とでは、発話と身体動作の再利用のされ方が異なることが示された。まず、第二の語りを通し
て同調の姿勢が示される場合は、前の話し手による身体動作と類似した動きが産出されるのみ
ならず、前の話し手の再演に伴う発話の構造と同じ発話の構造も用いられる。それにより、前の
話し手が語った語りの内容及びその焦点を、正確に理解したことが提示されるだけでなく、前の
話し手が語った経験と同様の経験が自分にあることも証明される。そして、それを通して、先行
する語りで表された視点に同調していることが示されていた。一方で、第二の語りの話し手が、
前の話し手が示した視点に同調しない場合の第二の語りでは、身体動作と類似した動きは産出
されるものの、共起する発話の構造は再利用されず、異なる焦点を持つ類似経験が語られていた。 
そのように、後続話者が、先行話者が産出した身体資源や言語資源、及び発話の構造を再利用

することは、先行話者が産出した行為に対し、発話のみでは示すことができない多層的な理解を
示すだけでなく、先行する行為に関連して新たな行為を組み立てる手段となっていることが明
らかになった。更に、いかに相互行為の参与者が、互いの発話や身体動作やそれらの構造に細か
い注意を払い、いかにそれらがその後の行為の構築のために活かされているかも示された。 
 
(3) 身体動作が主となる教授場面における、複数の受け手による身体動作の再生： 
会話が中心となる場面のみならず、身体を動かすことが中心となる活動にも焦点を当てた。身

体動作が中心となる活動の教授場面では、講師が身体動作を使って体の動きを実演すると、その
実演の受け手である複数の生徒が各々、実演された動きを真似して再生する。そのような、実演
後の再生は、実演で示された動きに対する各々の理解を示す行為である。分析では、生徒が各々、
講師の動きを再生することが、いかに講師が次の指示を組み立てるための資源となっているか
を示した。 
 

上記の通り、参与者が従事している活動の性質や、参与者の参与役割によって、身体動作や発話
の再生は様々な働きをするが、先行話者によって産出された発話や身体動作を再生することが、
先行行為の特定の箇所に対する自分の理解を示しつつ、それに関連する新たな行為を産出する
手段となっているという共通点が見出された。さらには、傍参与者が、先行話者による発話を繰
り返したり、類似した身体動作を産出したりすることが、進行中の相互行為への参与役割を変化
させるきっかけとなることも示された。 
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